
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Shinko-Chemical Environmental Report 

 

環境報告書 ２０１５   

   



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  『環境報告書 2015』を発行するにあたり、ご挨拶を申し上げます。 

当社は、1945 年創業以来、医薬品容器の開発と製造を歩み、本年で 70 年を迎えます。これまで多く

のお取引先・ステークスホルダーの皆様に支えられながら、製品及び技術・サービスの提供をし続けるこ

とができたものと考えております。 

 

近年、医療技術の進歩はめざましく、医薬品の直接容器を生産する当社として、多様なニーズと高度

化する製品機能に応えるため、技術革新に挑み、品質保証体制の充実を図り、製品の安定供給に向け

て全社員が日々努力を重ねています。 

 

環境においては、地球的な環境問題への関心が高まる中、企業にはより一層の安心と信頼が求めら

れており、当社では 2008 年に ISO14001 を取得し、環境負荷の削減と管理強化について継続的な活動

を行っています。全社的な活動であるエネルギー原単位削減について、生産性を高め、エネルギーと廃

棄物両面での負荷削減を図っています。また環境活動での環境側面の把握はリスク管理につがなるもの

であり、その対策が BCPに反映出来るよう取り組んでいます。 

 

本報告書は、当社のそれらに対する活動を纏めたものであり、ご高覧いただき当社の事業活動にご理

解を賜れば幸いです。 

  

当社は、今後とも、医薬品容器に関するさまざまな課題を専門的立場から解決し、人と環境に優しい

製品づくりを通じ社会から信頼される企業を目指して参ります。皆様の一層のご指導、ご支援を賜ります

ようお願い申し上げます。 

 

                                                                         2015年 3月 

代表取締役社長  

荒井 昭充 
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社  名 伸晃化学株式会社 （Shinko Chemical Co．，Ltd．） 

代表者 代表取締役会長 荒井 昌信 

代表取締役社長 荒井 昭充 

本社所在地 金沢市藤江南２丁目４番地 

事業内容  医薬品容器を主力として、医療機器・電子部品の製造及び販売 

創  業 １９４５年（昭和２０年）１０月 

資本金 ９０,０００,０００円 

売上高 １１１億８千７百万円 （２０１４年９月期） 

従業員数 ６３０名 

 

本社及び本社工場 石川県金沢市藤江南２丁目４番地 

松任工場 

ＥＢセンター（電子線照射センター）       

ＥＯセンター 

石川県白山市松本町２５０５番地  

石川県白山市松本町２５０５番地 

石川県白山市松本町２５１５番地 

東京支店 東京都中央区東日本橋２丁目２０-１０ 七條ビル５F 

福島営業所 福島県福島市宮下町１１-２２ ダイアパレス１０４号 

大阪支店 大阪府大阪市東淀川区東中島１丁目１８-５ 新大阪丸ビル５F 

名古屋営業所 愛知県名古屋市中区錦 1丁目１９-３２ 広小路ビル７F 

北陸支店 石川県金沢市藤江南２丁目４番地 

 

代表取締役会長  

荒井 昌信 

トップメッセージ 会社概要 

事業拠点 

福島営業所 

本社・本社工場／北陸支店 

松任工場 

大阪支店 

名古屋営業所 

東京支店 

CONTENTS 

 

 

 

 

＜ネットワーク＞ 



第２７回インターフェックスジャパン（ＩＰＪ）に出展 

製品･生産体制 
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医薬品容器・医療機器には高い製造基準が要求されますが、当社では、成形・印刷から滅菌･洗浄に至るまで自社で

完結できる生産体制を構築し、安定供給を図っています。 

本社・本社工場 

 

松任工場・電子照射センター 

成形機 
ﾀﾞｲﾚｸﾄﾌﾞﾛｰ成形機 ｽﾄﾚｯﾁﾌﾞﾛｰ成形機 ﾌﾟﾚｽﾌﾞﾛｰ成形機 多層ﾁｭｰﾌﾞ成形機 

ｲﾝｼﾞｪｸｼｮﾝ成形機 ｲﾝｼﾞｪｸｼｮﾝﾌﾞﾛｰ成形機 

加飾設備 
ｽｸﾘｰﾝ印刷機 UV印刷機  ﾊﾟｯﾄﾞ印刷機  熱転写印刷機  

ｼｭﾘﾝｸﾌｨﾙﾑ装着機 ｲﾝﾓｰﾙﾄﾞﾗﾍﾞﾙ装着機 

合理化機器 ｶﾒﾗ検査装置 各種組立装置 薬液充填装置 

洗浄装置 凍結洗浄装置 ｴｱｰ洗浄装置 ﾊﾞｹｯﾄ洗浄装置 

滅菌装置 電子線照射滅菌装置  ＥＯガス滅菌装置 

 

クリーンな生産設備 

 

２０１４年７月２日から３日間、東京ビッグサイトで開催された医薬品・化粧品・洗剤分野の国際展示会

に前年に引き続き９回目となる出展を行いました。 当社の新製品や機能性製品などさまざまな製品を展

示し、また、当社が持つ豊富な実績や経験をお客様に役立つ情報として紹介させていただきました。 

TOPICS 

環境配慮製品の開発   

 

 

プロダクト 

確かな実績とノウハウ、最新のテクノロジーを用いて製品開発を行い、ニーズにきめ細かく対応した医薬品容器を

ラインアップし、実用性と信頼性に優れた当社の製品は、国内はもとより、海外の製薬会社へも供給しています。 

パッキンレス・キャップ 

 

 

シール性と防湿性を兼ね備え、ガラス製やプラス

チック製などの容器本体の材質を問わず使用出来

るため、高い汎用性を有しており、省資源にも配慮。 

減容化容器 

 

 

医薬品容器は、一般的な容器に比べ強度や防湿性

の確保が必要なため、廃棄時の減容化対策が進んで

いませんでしたが、当社はこれら問題をクリアした医薬

品容器（消毒薬液用）を開発・量産化しました。 

減容前 

リブに沿って折る 

減容化の完成 
パッキンレス・キャップ（概要） 

 

 

オートクレーブ対応容器 

 オートクレーブは有害ガスを使用しないクリーンな滅菌方法であ

り、医療施設では数多く利用されていますが、当社はこれに対応す

る液剤容器を開発し、用途や条件に応じての製品を提供します。 

減容前 リブに沿って折る 

ﾀﾞｲﾚｸﾄﾌﾞﾛｰ成形機 

 

 

ＥＯガス滅菌装置 

 

 

ＵＶ印刷機 

 

 

当社は、クリーンで高品質な製品を生産するために、生産装置と製造環境の充実に注力しています。 生産装置

について、画像処理検査装置などのハイテク機器を自社開発し、厳しい規格基準に応えています。 製造環境につ

いては、クリーンな環境を保つため工場内をゾーニングし、清浄度の維持管理に努めています。 

オートクレーブ対応製品 

【主な生産装置】 

 

常に先進的な製品創りに努め、自社での一貫した生産体制を構築しています。 

生産体制について 

製品について 

ついて 

 



マネジメントレビュー 

○顧客満足 

○経営者の責任 

測定,分析・改善 

○不適合是正･再発防止 

○法的規制順守評価 

○内部監査 

ＩＳＯ９００１ 

ＩＳＯ１４００１ 

方針･指針 

○目的･目標の策定 

○実施計画の樹立 

 

品質･環境方針 

 監査について 

定期審査での全体ミーティング 製品実現 

○製品実現の計画と実施 

資源の運用管理 

○インフラの運用管理 

○社員のスキルアップ 

 

 

マネジメントプロセス（ＱＭＳ,ＥＭＳ） 

Quality ＆ Envirnmental  Plicy 

 

法的規制順守について 

現場審査の実施状況 
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－ 品質･環境方針 － 

 

当社では、製品実現と顧客満足を得るため、その道筋となるマネジメントプロセスを明確にし、経営資源を

効果的に機能させて、実効性のある Q・C・D となるよう取り組んでいます。 

 

 

グローバルな視点に立ち、ＩＳＯ９００１に適合した製品実現と関連

サービスの提供を行うため、システム及びプロセスの運用と継続的

改善を実施し、人的・物的経営資源の有効活用を図り、レスポンス

を高め品質向上につなげています。 

 

規格名称 ISO9001 ISO14001 

最新審査 2014年 5月 2014年 5月 

初回登録 2000年 4月 2008年 7月 

認証機関 Ｉｎｔｅｒtek Ｉｎｔｅｒtek 

認証番号 09948-A 09948-B 

対象ｻｲﾄ 全事業所 全事業所 

 
環境･エネルギー負荷の低減、化学物質の適正管理をはかり、環

境配慮型の製品開発にも注力しています。運用に際しては ISO9001

との統合を図っています。 

ＰＤＣＡサイクル 

国際認証規格の取得 

当社は、品質保証の国際規格であるＩＳＯ９００１を２０００年に、環境ＩＳＯ１４００１を２００８年にそれぞれ取得し、

現在では認証範囲を支店・営業所を含む全事業所に拡大しています。  

当社では、システムの運用やパフォーマンス結果を客観的に評価する上で、内部監査及び外部審査は欠かす

ことの出来ない重要なものと位置づけています。内部監査は対象部署毎に年１回実施し、運用に不適合があった

場合、是正処置を行い、再発防止を図ることに加え、現場改善やシステム改善に結びつくヒントを提案出来るよう

取り組んでいます。監査結果は、経営層に報告され、マネジメントレビューにフィードバックしています。  

 

2006年 10月制定 

 伸晃化学は、医薬品容器の総合メーカーとして、人と環境に優しい、高品質で安全･

安心な製品を供給し、より良い社会に貢献する企業をめざします。 

 お客様の要求する価値を最優先に考え、常に信頼性の高い製品と質の

高いサービスを提供します。 

地球環境保全と事業活動との調和を図り、法的規制の順守及び環境 

汚染の予防と負荷低減に努めます。 

これらを達成するために、目的及び目標を設定し、ＰＤＣＡを機能させ

て、取り組みます。 

品質及び環境マネジメントシステムの有効性を監査・レビューし、継続的

な改善に努めます。 

この方針及び指針を全従業員へ周知し、社内啓発・教育によりそれぞれ

の立場で創意工夫を実践し、自主的活動を推進します。 

 

基本方針 

行動指針 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

Plan 
 

Do 
 

Check 
 

Act 
 

継続的 

改善 

 

マネジメント 

法規制は年々強化されていますが、当社では、コンプライアンスに対応する取り組みをマネジメントの手順に基

づきチェックし、評価表により順守状況を確認しています。２０１４年は問題となる事象はありませんでした。 

品質の向上と環境保全に取り組むことは企業に課せられた社会的責務であるという認識に立ち、これらを 

統合し一体として実行するために品質・環境方針を定め、これに基づく行動指針を設けています。 



品質向上への取り組み 

 ＱＣ活動・改善提案活動 

品質保証体制の充実 

無菌試験ブースでの細胞毒性試験 

（研究室） 

ＱＣサークル発表会 

優秀提案の社内表彰 

ＧＭＰ関連教育の実施 
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顧客満足の向上と確かな製品の安定供給を目指し、積極的な品質活動に取り組んでいます。 

当社は、「医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律」に基づく医療機器の製造業及び

製造販売業の登録及び許可を受けており、関連する製品の製造工程では、法律に基づく責任者を配置し、製造ライン・

製造環境とも厳格な管理を実施しています。また当社では、機能・強度等の規格試験に加え、容器の原料素材とお客

様で充填される医薬液剤との適合性を重要なファクターとして位置づけ、原料試験及び細胞毒性試験を実施し、その評

価データをお客様に提出し、当社製品が高品質な医薬品容器として安心して使用いただけるよう取り組んでいます。 

 

当社は、医薬品容器及び医療機器の製造プロセスに携わるうえで、品質に

対する教育は極めて重要であるという認識のもと、品質システム及びＧＭＰに

関する教育を定期的に実施しています。教育に際しては、計画を立て力量マ

ップによる到達度合いを明確化し、役割と責任を担う上での道筋をつけていま

す。また、内部監査員の力量アップを図るため、教育研修を実施し、有効性の

高い監査を進めるためのスキル習得を行なっています。 

 

品質教育の実施 

 

 

品質に対する取り組み 

当社は、お客様への製品提案から、設計・製造及び

納入にいたるすべてのプロセスをイントラネットにより

一元的に管理し、製品ごとに作成するＱＣ工程表を用

いて、的確な製品管理を実施しています。設計段階で

のデザインレビュー、生産段階での性能評価お客様の

ニーズや仕様の変更に際しては、製品規格への反映

が確実なものとなるよう変更管理により、医薬品分野

に求められる厳しいプロセス監視を行っています。 

全社的な品質保証を担うマネジメントとして、品質管

理委員会及び品質向上委員会を定期的に開催し、お

客様からの意見や苦情の情報、課題や再発防止策の

進捗チェックを行い、品質活動の有効性・方向性を確

認し、実施方針及び重要事項の決定を行っています。 

製製品品規規格格のの監監視視  

 

 

おお客客様様ととののｺｺﾐﾐｭｭﾆﾆｹｹｰーｼｼｮｮﾝﾝ  

 

 

顧客満足度・製品情報 

 

 

ﾊﾞﾘﾃｰｼｮﾝ・変更管理 

 

 

製製品品のの試試験験  

 

 

原料試験・仕入先ｵｰﾃﾞｨｯﾄ 

 

 製製品品のの納納入入  

 

 

原原材材料料のの確確認認  

 

 

品品質質保保証証体体制制のの構構築築  

 

 

製製品品のの開開発発･･設設計計  

 

 
顧顧客客満満足足のの  

製製品品づづくくりり 

 

 

製製品品開開発発かからら納納入入ままででトトーータタルルなな品品質質保保証証  

 

 

ＩＳＯ・ＧＭＰ規格 

 

 

工程検査･出荷検査 

 

 

ﾌﾟﾛｾｽ･試作品評価 

 

 

安定性試験・機能試験 

 

 

医療機器･医薬品容器としての取り組み 

 

 

改善提案活動（ニューエッグ） 

クオリティアクション 

お客様とのコミュニケーションを重視 

 

 

当社は、お客様の視点を大切なものとするために、コミュニケーションを重視し、定期的な顧客満足度の把握に努め

ています。医薬品の直接容器を供給するという立場において、お客様の意見や評価を真摯に受け止め、これを方策と

して活かすことで、信頼が高められるよう取り組んでいます。 

さ 

名称 医療機器 製造業 医療機器 製造業 医療機器 製造販売業 

区分 医療機器一般 滅菌医療機器 第三種 

  医療機器一般  

番号 17BZ000042 17BZ200010 17B3X10001 

期限 H28.6.3 H27.7.20 H29.4.5 

更新 H23.6.3 H22.7.21 H24.3.28 

登録 石川県知事（届出） 石川県知事（届出） 石川県知事（許可） 

対象 本社工場 松任工場   － 

 

QＣサークルや５Ｓ活動、改善提案制度などの自主的活動により、社員一人一人が持つ潜在力を高め、その成

果を業務に活かし品質向上とパフォーマンスの改善につながるよう取り組んでいます。ＱＣサークルは、職場毎に

チームを組んで改善活動に取り組み、品質及び生産性の向上につなげています。改善提案（ニューエッグ）では、

全社で年間３００件以上の提案が寄せられ、即応性の高い提案について速やかに業務に反映出来るようにして

います。優秀な活動や提案に対しては社内表彰を行い更なるステップアップを目指しています。 

 

当社は、システムの運用改善とパフォーマンス改善は品質向上を進めるための両輪と捉えています。そのため

にも、関連する教育の実施と改善意識の啓発が重要であり、これらについて継続した取り組みを行っています。 

５Ｓ改善活動 



－ 使用エネルギー総量の推移 － 

－ エネルギー原単位の推移 － 

■ 原単位の削減 

■ 省エネ効果について 

環境活動について 

環境活動の概要 

エコマネジメント 

ＥＭＳ 

エコファクトリー 

エコプロダクツ 

エココミュニケーション 

○省エネルギー  

○省資源・廃棄物削減 

○化学物質の排出削減 

○環境配慮の製品開発 

○環境配慮設計 

○環境情報の発信 

○社内外ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの充実 

省エネルギー 

環境活動の進め方 

Challenge ＆ Control 

 

生産工程での環境配慮 

■ 継続的な取り組み 
輸送面での取り組み 

鉄道コンテナ便の利用 

アイドリングストップ 

■ 取り組み内容 
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（%） 

省エネ活動について、日常の節電活動（照明・空調）に加え、電気機器の運用改善に取り組み、生産工程での

エアー制御改善、インバータ付加などを実施し、設備更新では受電設備及び空調設備でのトップランナー方式へ

の取替えを行いました。これらにより、２０１４年は約 160,000kwh の使用電力の削減を図ることが出来、使用電力

量全体では前年比 1.3%の削減となりました。 

当社は、エネルギー管理指定工場（第２種）を有する特定事業者であり、省エネの管理指標であるエネルギー原

単位の年１％以上の削減を図るため、全社的な生産性向上活動と合わせて実施し、エネルギーの見える化及び電

気機器運用改善に取り組んでいます。 

改正省エネ法により、荷主の環境配慮が求められていますが、当社は委託先の物流会社と連携して物流の最

適化を進め、エコノミーとエコロジーの両立ができるよう、積極的な取り組みを実施しています。 

 

エコアクション 

地球環境保全ため、環境負荷の削減を図り、環境への影響を少なくする活動を実施しています。 

取り組み事項 主な実施内容 

エコファクトリー 

省エネルギー 原単位削減 デマンド監視、電気機器運用改善、節電（照明・空調） 

省資源・廃棄物削減 廃プラ削減 工程廃プラ削減、リサイクル委託 

化学物質排出削減 ＰＲＴＲ物質の削減 排ガス処理装置、代替物質の検討 

エコプロダクツ 

環境配慮の商品開発･設計 省資源・廃プラ削減 代替原料の利用、バリ・ランナーの形状見直し、 

環境配慮の設備設計 省エネ・長寿命 合理化機械の設計製作 

環境配慮の製造工程 廃棄物・化学物質削減 デジタル製版、非溶剤印刷（ｼｭﾘﾝｸ・ＵＶ） 

エココミュニケーション 
環境情報の発信 環境報告書の公開 報告内容の充実 

コミュニケーションの充実 環境情報の提供 提案活動 

エコマネジメント 
化学物質管理改善 管理改善 リスクアセスメント及び SDS活用による管理改善 

環境影響評価の改善 管理改善 調査内容の充実 

 

当社の環境活動は、毎年実施する環境影響評価により著しい環境側面となる事象を特定し、これらに対し、

目的･目標を定めて負荷削減に取り組み（チャレンジする）、基準･規程を順守する（コントロールする）ことを基本

に進めています。 環境側面はリスク管理にも活用し、潜在的な危険要因の把握に取り組んでいます。 

１．輸送効率の向上 

・製品貨物輸送量の把握 （2014年実績 597万㌧㌔） 

・物流ネットワーク・混載便の活用、積載率ＵＰ 

・梱包資材の軽量化（紙パレットなど） 

２．モーダルシフトの推進 

・鉄道コンテナ便、コンテナ船舶の利用 

３．構内での環境配慮 

・アイドリングストップの励行 

・電動式フォークリフトの全車配備 

（ＧＪ） 

原単位 

（%） 

エネルギー使用量 



廃棄物削減 

化学物質の排出削減 

環境活動のあゆみ 

環境データ 

－ 廃棄物の発生量／再資源率の推移 － 委託先への訪問調査 （H26.8環境開発株式会社） 

環境影響評価の改善 

ＥＯセンター 排ガス処理装置 
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データ名 （単位） 2012年 2013年 2014年 備考 

総エネルギー使用量（GJ） 215,464  209,725  206,997   

二酸化炭素排出量（ｔ） 9,186  13,483  13,760   

電力使用量（千 kwh） 21,405  20,782  20,583  購入電力 

燃料等 
ｶﾞｿﾘﾝ・灯油等（kℓ） 35  30  27  車両燃料含む 

LPG（ｔ） 16  16  16   

使用水量（千ｔ） 1,454  1,381  1,152  地下水＋上水 

化学物質使用量（ｔ） 24  24  28  PRTR対象物質含む 

廃棄物排出量（ｔ） 893  866  871  有価物含む 

下水道排出量（千ｔ） 14  12  12  生活雑排水 

公共用水路排出量（千ｔ） 1,440  1,371  114  機械間接冷却水 

＊二酸化炭素排出係数について、2014年は 0.000663ｔ‐CO２/kwh とした。 

 

 

年月 主なあゆみ 

1963年（S38）4月 本社工場を金沢市長土塀町（旧市街区）から現在の藤江地内（準工業地域）に移転する。 

1973年（S48）3月 本社工場に重量鉄筋コンクリート構造の成形工場を完成し、周辺への騒音影響に配慮する。 

1978年（S53）5月 本社工場を、特定施設工場（騒音振動）として金沢市に届出する。 

1995年（H7）6月 白山市（旧松任市）･松本工業団地に松任工場を建設し、電子線照射滅菌施設を稼動する。 

2000年（H12）4月 松任工場が第二種エネルギー管理指定工場となる。 

2001年（H13）4月 本社工場の受変電施設を高効率の乾式変圧トランスをもつ設備に更新する。 

2002年（H14）1月 製品輸送について、鉄道コンテナ便の利用を開始する。（モーダルシフト） 

2002年（H14）4月 本社工場が第二種エネルギー管理指定工場となる。 

2004年（H16）10月 EOG滅菌施設を本社から松任工場に移転し、同時に排ガス処理装置を完備する。 

2004年（H16）11月 金沢市より、優良廃棄物排出事業所として表彰を受ける。 

2005年（H17）2月 北陸電気協会より、優良エネルギー管理事業所として表彰を受ける。 

2006年（H18）1月 海外向け製品輸送について、船舶便の利用を開始する。（モーダルシフト） 

2008年（H20）7月 全社で ISO14001 を認証取得する。 

2009年（H21）12月 金沢市より、地球温暖化防止に取り組む企業として、認定書の交付を受ける。 

2010年（H22）10月 ＰＣＢ高濃度含有機器の外部委託による処理を実施する。 

2011年（H23）2月 中部経済産業局より、エネルギー管理優良事業者として表彰を受ける。 

2011年（H23）4-9月 震災に伴う電力需給対応のため、ピークシフト（ＥＢ）及び前倒し生産を実施する。 

2011年（H23）7月 本社工場及び松任工場にデマンド監視装置を導入する。 

2012年（H24）6月 松任工場増改築にて、省エネ法に基づく工場として届出を行い、省エネ配慮の建築材・設備を導入する。 

2014年（H26）9月 本社第二工場の受変電施設を更新し、トップランナー方式のトランスに取り替える。 

 

 

当社は廃棄物発生量の削減に取り組み、生産プロセスでの歩留まり向上、設計段階での金型改善によるランナー・

バリ重量の低減など継続的な活動を実施しています。今後共、廃棄物の発生量を抑えるとともに、工程や素材ごとで

の分別徹底を行い、再資源化率の向上を図ります。また委託先への調査を定期的に実施し、処理工程の把握及びマ

ニフェスト等の管理記録について適正に実施されているか、実際に現地へ赴いて確認を行い、排出事業者としての責

任をはたしています。 

（%） （ｔ） 

発生量 

再資源化率 

当社では、環境影響評価を年１回部署毎に実施し、工程及び取り扱い物資の使用状況を把握し、適切な運用管理を

行っています。評価に際しては次の６項目を調査対象とし、環境配慮につながる有益な活動をプラスの側面として評価

に加えています。また環境側面の把握はＢＣＰでのリスク管理につながるものであり、評価結果が対策に反映できるよ

う取り組んでいます。 

①環境活動の状況（職場での主な取り組み） ②前回調査との変更点 ③主な使用設備 ④環境上の不適合 

⑤法的規制となる環境側面 ⑥環境側面の評価（側面の洗い出し及び点数化） 

化学物質について、印刷用インク・洗浄剤、滅菌用ＥＯガスなどを使用していま

すが、これらは関連法規及びＳＤＳ、社内規定に基づき適切な管理を実施し、排出

削減に努め、環境保全に取り組んでいます。 

ＥＯガスについて、滅菌工程後は触媒燃焼方式の排気処理装置によりガス成分

を水と二酸化炭素に分解し、無害化したうえで排出しています。また電子線滅菌で

はオゾンが副次的に発生しますが、活性炭処理装置で除去し排出しています。 



2012.4改訂 2005.4制定 

－ 松任工場･消防訓練の実施（2014.4） － 

急速に進みつつある少子化への対策として、次世代を担う子どもが健やかに生まれ育つ環境を整備することを目

的に、２００５年に「次世代育成支援対策推進法」が施行され、企業には、雇用環境の整備に向けた取り組み計画

（一般事業主行動計画）の策定が求められています。 当社では、社員が仕事と育児の両立を図りながら、安心して

仕事に取り組め、その能力を十分に発揮できる職場環境の整備に向けて、自主的な行動計画を策定し取り組んで

います。 

ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ・ﾄﾗｯｸ等車両関係運転者への安全教育の実施 

管理栄養士による健康講習会 

当社は健康診断や人間ドックによる健康チェックを行い、健保

組合を通じスポーツジム利用等による健康増進に取り組んでいま

す。製造部門では交代勤務者も多く、生活リズムをつかみ健康維

持が大切になりますが、給食委託会社より管理栄養士を招いて

健康講習会を開催し、食事バランスや食習慣の大切さについて

学びました。また産業医によるメンタルヘルス面談指導を定期的

に行い、心の健康ケアにも配慮しています。 

労働安全衛生の取り組み 

■ 健康づくり 

AED救命講習の開催 

■ 化学物質の管理改善 

■ ＡＥＤの設置 

自主防災活動 

金沢市消火競技大会への参加 

■ 地域防災活動への登録 

次世代への取り組み 

■ 少子化対策への支援 

■ 人材の育成 
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当社は、次世代のものづくりを担う人材を育成するため、能力開発を行い、技術・技能の伝承を通じて、現場改善

力が高められるよう取り組んでいます。製造部門では、技術者・機械オペレータの公的資格取得を推進し、プラスチ

ック成形の国家検定技能士（特級・１・２級）及び TPM認定の自主保全士資格などを持った専門性の高い社員が生

産業務に従事し、また設計部門では包装管理士の資格を有する社員が製品設計に携わっています。 

安全衛生方針 

『当社は、安全で働きやすく、健康的な職場づくりに取り組

みます。そのために社員一人一人はかけがいのない存在

であるという認識を持ち、継続的な改善に努めます。』 

《スローガン》 

みんなで築こう安全職場、進めよう心とからだの健康づくり 

労働安全衛生法の改正（Ｈ２８.６月施行予定）により、一定の危険性・有害性が確認されている化学物質を取

扱う場合、リスクアセスメントを実施することが事業者の義務となります。当社では、滅菌ガスや印刷工程で用

いる洗浄溶剤などが対象となりますが、ＳＤＳ（安全データシート）を用いて適切な作業管理を行い、リスクアセ

スメントの実施を通じて、管理改善が図れるよう取り組んでいます。 

安心・安全を築き、地域・社会に貢献できる企業活動を行っています。 

社会的報告 

労働災害の防止を図り、快適な職場環境が築ける

よう安全衛生方針及び目標を設け、全員参加の活動

を推進しています。安全衛生委員会では、職場での問

題点の協議や改善事例の報告を行い、月次パトロー

ル及び作業環境測定により労働環境の維持改善に取

り組んでいます。また職場毎に月間スケジュール表を

作成・掲示し、実施内容が社員一人一人に周知できる

ようきめ細かい活動を行っています。 

生産機械の高度化に対応するため、社内専門家で

構成する機械検査委員会で検証を行い、設備安全の

向上につなげています。 

安全教育について、業務内容に応じ、規則遵守と危

険予知及びヒヤリハット報告・過去事例による教育を

実施し、安全意識の啓発に取り組んでいます。 

当社は、リスク管理におけるＢＣＰマニュアル及び対応手順を整備し、リスクの把握に努め、それに対する備えや

対応訓練を定期的に実施しています。全社の防災訓練では消防署の指導のもと、自衛消防隊の連携による初期消

火や救護訓練、避難訓練など総合的な訓練を実施しています。また地域主催の防災訓練にも毎年参加し、基本動

作の習得と防火意識の高揚に努めています。 

本社及び松任工場にＡＥＤ（自動体外式除細動器）を

それぞれ設置し、社員が万が一に対する備えに加え、

標識設置により外部者利用にも配慮しています。定期的

に関係機関から講師を招き救命講習を実施し、社員がＡ

ＥＤを使用した救護が出来るよう取り組んでいます。 
当社は、金沢市が大規模災害時などにおいて地域で共に助け合う制度「災害時等協力事業所」に登録していま

す。これは災害時、敷地や井戸などの施設提供の他、必要に応じて資材やボランティアを出すものであり、企業や

事業所が参画することにより地域防災力が高まるとされ、安全・安心のまちづくりに寄与しています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〒920-0346 金沢市藤江南 2 丁目 4 番地 

TEL：076‐267-3235  FAX：076‐268-7294 

URL：http://www.shinko-ccl.co.jp 

■ 2015 年 4 月発行 


